はやし高正の抱負　2010

今年の庄原市議会は、一言で言うなら、バラバラ議会であろう。執行者側からすると、非常にやりやすいのではないだろうか。ある一部の議員を懐柔しておけば、殆どの議員は「右にならえ」ですから、オッケー・オッケーとなります。私は全ての議案に対し反対しているわけではありませんが、どう考えても理解できないものには断固反対します。東城の三楽荘や庄原の三軒茶屋、西城の三坂小学校改築、口和の鮎の里改修などが、その典型です。本当に市民の利益となるのか、文化財として保存する価値があるのか、まともな事業計画なのか、今一度立ち止まって検証する必要があります。全ては、予算が通っているからという一言で片付けられるのですが、血税をドブに捨てるが如く行為ではないでしょうか。
　４年間の議員活動で私は何を学び何を実行してきたのでしょうか。会派も作って活動しましたが、最後は選挙がらみで空中分解状態になってしまいました。

志を同じくする議員が集まったつもりでしたが、選挙という最大の関門が立ちはだかると、本音と建前と化してしまいました。もっともっと研鑽を積んで、ゆるぎない理念の構築が必要であったと反省しています。
　今年は、個人的に議員としてできることは何かということを探ってみたいと思っています。１人では何もできないと良くアドバイスをいただきますが、大勢でも何もできないのですから、同じことではないでしょうか。昨日、公明党の横路議員が、「今年は公明党として１人で頑張る」と宣言してくれました。立派な宣言だと感服したところです。私はウジウジと心の整理もつけられず、ああだこうだと理由をつけては、他人のせいにしていたのですが、横路議員の言葉で目が覚めました。１人でどれだけのことができるかは分かりませんが、１人を基本として、時には同士を募りながら、色んな意見に耳を傾けながら、活動していくことを決めました。

　活動記録を配るのを止めるのかというご意見も多くいただいております。これまでと同じスタイルでするのかは別として、活動記録も配ります。しかし、活動記録とは少し趣も変えた、「夢を語れるまち」を中心とした内容になるかもしれません。庄原市の抱える問題点も十分に分かってきましたので、どのように解決していくのかを自分なりに描いてみたいと思います。そして、議会報告会というか、各地にお邪魔しての討論会もしようと考えています。更に、ミニ街頭宣伝車で、私の考えをお伝えする活動も開始します。昨日も先輩にこういわれました。「林、元気を出して頑張れ」と。私に声をかけてくださる皆さんの期待を裏切ることはできません。

「夢を語れるまち」実現のため、はやし高正は２０１０年を虎（寅）の如く駆け巡ります。
